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４

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
決
定
に
係
る
事
項
を
内
閣
総
理
大
臣
及

び
財
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

機
構
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
産
の
買
取
り
を
行
う
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
決
定
に
係
る
第
一

項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
と
の
間
で
当
該
資
産
の
買
取
り
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

６

機
構
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
と
の
間
で
前
項
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理

大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
前
章
」
を
「
、
前
章
及
び
前
条
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
事
業
譲
渡
等
に
お
け
る
債
権
者
保
護
手
続
の

特
例
等
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。

第
百
三
十
一
条
の
二

特
定
事
業
譲
渡
等
に
係
る
契
約
上
の
地
位
の
移
転
（
預
金
等
に
係
る
契
約
に
係
る
も
の
で
あ

つ
て
、
契
約
の
条
項
（
金
利
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）の
変
更
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
契
約
上
の
地
位
の
移
転
に
係
る
預
金
者
等
の
承
諾
を
得
な
い
で
こ
れ
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
破
綻
金
融
機
関
及
び
救
済
金
融
機
関
又
は
特
定
破
綻
金
融
機
関
等
及
び
特
定

救
済
金
融
機
関
等
（
次
項
に
お
い
て
「
破
綻
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。）は
、当
該
契
約
上
の
地
位
の
移
転
の
前
に
、

当
該
特
定
事
業
譲
渡
等
の
内
容
の
要
旨
及
び
当
該
変
更
の
内
容
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
し
異
議
の
あ
る
預
金
者
等
は

一
定
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
る
べ
き
旨
を
公
告
し
、
か
つ
、
住
所
又
は
居
所
が
知
れ
て
い
る
預
金
者
等
に
は
各

別
に
こ
れ
を
催
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

破
綻
金
融
機
関
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
事
業
譲
渡
等
に
係
る
契
約
上
の
地
位
の
移
転
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
同
項
の
公
告
及
び
催
告
を
す
る
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
（
当
該
破
綻
金
融
機
関
等
の
う
ち
に
労
働
金

庫
又
は
労
働
金
庫
連
合
会
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
し
、
当
該
破
綻
金
融

機
関
等
の
う
ち
に
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
経

済
産
業
大
臣
と
す
る
。）の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
期
間
は
、
政
令
で
定
め
る
期
間
を
下
つ
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
た
預
金
者
等
に
係
る
契
約
上
の
地
位
の
移
転
は
、
効
力
を
生
じ
な
い
。

５

前
条
並
び
に
銀
行
法
第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
長
期
信
用
銀
行
法
第
十
七
条
、
信
用

金
庫
法
第
八
十
九
条
第
一
項
、
協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
及
び
労
働
金
庫
法
第

九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
第
一
項
の
公
告
又
は
催
告
に
係
る
契
約
上
の

地
位
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
三
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

銀
行
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
銀
行
等
」
と
い
う
。）が
、
第
一
号
措
置
を
行
う

べ
き
旨
の
第
百
五
条
第
四
項
の
内
閣
総
理
大
臣
の
決
定
に
基
づ
く
機
構
に
よ
る
株
式
の
引
受
け
若
し
く
は
当
該
第

一
号
措
置
に
関
す
る
株
式
の
取
得
又
は
特
定
第
一
号
措
置
に
係
る
特
定
株
式
等
の
引
受
け
等
を
行
う
べ
き
旨
の
第

百
二
十
六
条
の
二
十
二
第
六
項
の
内
閣
総
理
大
臣
の
決
定
に
基
づ
く
機
構
に
よ
る
株
式
の
引
受
け
若
し
く
は
当
該

特
定
第
一
号
措
置
に
関
す
る
株
式
の
取
得
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
資
本
金
の
額
の
増
加
を
行
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
登
記
を
受
け
る
と
き
は
、
当

該
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
内
閣
府
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
ら
の
決
定
の
日

か
ら
一
年
以
内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
九
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
千
分
の
三
・
五
と
す
る
。

一

当
該
銀
行
等

当
該
資
本
金
の
額
の
増
加

二

当
該
銀
行
等
が
行
う
株
式
移
転
に
よ
り
当
該
銀
行
等
の
株
式
移
転
設
立
完
全
親
会
社
と
な
つ
た
株
式
会
社

当
該
株
式
会
社
の
設
立

第
百
四
十
五
条
第
一
項
中
「
破
綻
金
融
機
関
若
し
く
は
」
を
「
破
綻
金
融
機
関
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

た
者
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
七
条
第
二
号
中
「
第
六
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
三
項
、
第
六
十
四
条
第
三
項
」に
、「（
第

百
二
十
七
条
」
を「（
第
百
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
百
二
十
六
条
の
三
十
五
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二

十
八
条
の
三
第
四
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
百
二
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
の
資
産
の
買
取
り
を
行
う

旨
の
決
定
を
す
る
場
合

附
則
第
十
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
、
第
百
二
十

八
条
の
三
第
五
項
」
を
、「
お
い
て
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
第
百
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
で

あ
つ
て
、
当
該
資
産
を
保
有
し
て
い
る
者
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
四
第
七
項
中
「
及
び
第
六
十
八
条
中
「
」
を
「
中
「
」
に
、「
読
み
替
え
る
」
を
「
、
第
六
十
七

条
中
「
譲
受
け
、
付
保
預
金
移
転
」
と
あ
る
の
は
「
譲
受
け
」
と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
る
。

（
保
険
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
七
十
二
条
の
十
四
」
を
「
第
二
百
七
十
二
条
の
十
四
の
二
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
い
う
。」の
下
に
「
第
三
百
九
条
第
一
項
及
び
第
四
項
第
二
号
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
中
「
い
う
。」の
下
に「
第
二
百
六
十
五
条
の
二
十
七
の
四
第
三
項
を
除
き
、」を
加
え
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

当
該
保
険
会
社
の
保
有
す
る
人
材
、
情
報
通
信
技
術
、
設
備
そ
の
他
の
当
該
保
険
会
社
の
行
う
保
険
業
に

係
る
経
営
資
源
を
主
と
し
て
活
用
し
て
行
う
業
務
で
あ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
、
産
業
の
生
産
性
の
向
上
そ
の

他
の
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
資
す
る
業
務
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の

第
九
十
八
条
第
五
項
中
「
又
は
「
特
定
社
債
」
と
は
」
を
「
、「
特
定
社
債
」
又
は
「
特
定
短
期
社
債
」と
は
、」に
、

「
又
は
第
七
項
」
を
「
、
第
七
項
又
は
第
八
項
」
に
、「
又
は
特
定
社
債
を
い
い
、「
特
定
短
期
社
債
」
と
は
同
法
第
二

条
第
八
項
に
規
定
す
る
」
を
「
、
特
定
社
債
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中「（
定
義
）」を
削
り
、
同
条
第
八
項
中

「
第
二
条
第
二
十
項
（
定
義
）」を
「
第
二
条
第
二
十
項
」
に
、「
第
二
十
八
条
第
八
項
第
六
号
（
定
義
」
を
「
第
二
十

八
条
第
八
項
第
六
号
（
通
則
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中「（
定
義
）」を
削
る
。

第
百
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
（
保
険
会
社
が
そ
の
業
務
を
第
三
者
に
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
業
務
の
的
確
な
遂
行
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
（
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
子
会
社
の
集
団
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
二
百
七

十
一
条
の
二
十
一
及
び
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
属
す
る
二
以
上
の
会
社

（
保
険
会
社
を
含
む
場
合
に
限
る
。）が
当
該
保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
他
の
会
社
に
当
該
二
以
上
の

会
社
に
共
通
す
る
業
務
を
委
託
す
る
場
合
（
当
該
保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
保
険
持
株
会
社
（
当
該

保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
（
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
一
第
四
項
に
規
定
す
る
経
営
管
理
を
い

う
。）を
行
う
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
業
務
の

的
確
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
限
る
。）

二

保
険
持
株
会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
二
以
上
の
会
社
（
保
険
会
社
を
含
む
場
合
に
限
る
。）が
当
該
保
険
持
株

会
社
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
保
険
持
株
会
社
に
当
該
二
以
上
の
会
社
に
共
通
す
る
業
務
を
委
託
す
る
場
合
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